
１　学習の到達目標

２　学習の計画
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5

6

7

令和６年度　　　　　家庭科　　「家庭総合」シラバス

教科書

単元名

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を通して、様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向け
て、男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活・環境などについて、生活を主体的に営むために必要な科学的な理解を図る
とともに、それらに係る技能を体験的・総合的に身に付けるようにする。
（2）家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したこ
とを科学的な根拠に基づいて論理的に表現するなど、生涯を見通して課題を解決する力を養う。
（3）様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとするとともに、生活文化を継承し、自分や家庭、
地域の生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。

第９章
経済生活を営む

評価の材料等

1　持続可能な社会を目指
して

・持続可能なライフスタイルの実現に向けて、身近な生活と環境との関
わりについて理解する。

学習項目 学習内容や学習活動

第１章
生涯を見通す

3　消費者の権利と責任 ・消費者には権利と責任があることを理解する。
・消費者問題を予防し適切に対応できるよう、消費者保護制度について
理解する。
・消費者の権利と責任の変遷を踏まえて、どうすれば消費者市民社会が
実現できるか考えて実践しようとする。

第１０章
持続可能な生活
を営む

ホームプロジェ
クトの計画

1　人生を展望する ・自己紹介シートを作成し、自分の生活と自分自身について自己理解を
深める。
・自立した生活を営むために、生涯発達の視点からライフステージの特
徴と課題を理解する。

2　購入・支払いのルール
と方法

行動観察
ワークシート
課題レポート
自己評価用紙

行動観察
ワークシート

行動観察
ワークシート

ワークシート

2 家族・家庭を見つめる ・よりよい家庭生活を実現するために、家族・家庭と私たちの生活の結
び付きを理解する。
・社会制度としての家族や家族と法律を理解する。

・毎日の生活におけるさまざまな契約について理解する。
・販売方法や支払い方法が多様化する中で責任ある消費行動が取れるよ
う、契約の重要性について理解する。

単位数

既習事項の振り返り 期末考査

　
第
１
学
期

3 これからの家庭生活と
社会

・誰もが家庭や地域のよりよい生活を創造できるよう、仕事と家庭の両
立や家庭生活と地域の結びつきについて理解する。

★課題レポート＜新聞記事からのメッセージ＞
・誰もが家庭や地域のよりよい生活を創造できるにはどのような社会を
実現すればよいか、考えて実践しようとする。

1　情報の収集・比較と意
思決定

・自立した責任ある消費者として、よりよい意思決定ができるよう、現
代の消費生活における意思決定の重要性と情報の活用について理解す
る。

4　生涯の経済生活を見通
す

・生涯安定した経済生活を営めるように、経済的自立の重要性や生涯を
見通した働き方について理解する。

5　家計をマネジメントす
る

・生涯を見通して家計をマネジメントする力をつけるため、家計の構造
やリスクを踏まえた金融資産のマネジメントについて理解する。

2　一人一人の力で社会を
動かす

・持続可能な社会を構築するために、持続可能な消費や生活について理
解し、ライフスタイルを工夫する。
・一人の主体者として、社会全体をよりよい方向に動かしていこうとす
る。

ホームプロジェクトの課題を設定し、その解決方法について考える。

期末考査・答案返却

２単位 学科・学年・学級 普通科・２学年
副教材等 最新生活ハンドブック（第一学習社）家庭総合　自立・共生・創造

行動観察
ワークシート

第２章
人生をつくる

1 人生をつくる ・生涯を見通して自分のライフスタイルを考えることができるように、
さまざまな生き方について理解する。



学
期
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期
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既習事項の振り返り

評価の材料等学習項目

第
3
学
期

第7章
衣生活をつくる

1　被服の役割を考える ・私たちが被服を着用するに至った、社会的・文化的背景と被服の多様
な機能や特徴について理解する。
・用途に合った着装を実践できる力を身につけるために、社会生活を営
むうえでの被服の役割を理解する。

6　これからの衣生活 ・日本の衣文化に込められる知恵や技術について知り、日本の民族衣装
としての和服や世界の民族衣装について理解する。

第３章
子どもと共に育つ

1 命を育む 行動観察
ワークシート

中間考査

・命に対する責任や、社会の一員として次世代を育む責任を持つため
に、性と生殖に関する健康について理解する。

2 子どもの育つ力を知る ・子どもの発達に応じて適切に関われるようになるために、子どもが生
まれつき持っている能力や心身の発達について理解する。

4 子どもとの触れ合いか
ら学ぶ

・子どもや子育てに対する理解を深めるために、子どもとの触れ合い
や、親や保育者と子どもの関わり方の観察など、さまざまな体験をす
る。

★グループ学習・言語活動
＜遊びがこどもたちにもたらすもの＞
子どもの遊びの意義や子どもの発達の特徴を理解するために、グループ
学習により成果物を作成し、発表することで、考えを深める。

★体験学習＜織物の三原組織の判別・模型作り＞
・色紙を糸に見立てて、紙製の布地を作成し、三原組織の特徴を理解す
る。

2　被服を入手する

3　被服を管理する

・健康・快適・安全な生活を送るために被服に施されている工夫につい
て理解する。
・被服表示を参考にして目的に応じた被服入手と着装について考えられ
る力を身につけるために、被服の材料や性能、加工について科学的に理
解する。

学習内容や学習活動

・手持ちの被服を長期にわたり着用することができるよう、管理や手入
れの工夫について理解する。
・環境に配慮した衣生活について考え、実践できる力を身につけるため
に、被服の洗濯や保管方法を科学的に理解する。

単元名

学年末考査既習事項の振り返り

5 これからの保育環境 ・社会全体で子育てを支援していくために、現代の子育て環境の変化や
課題について理解する。
・子どもが健やかに育つ社会をどのように実現すればよいか、考えて実
践しようとする。

パフォーマンス
テスト

相互評価用紙

行動観察
ワークシート

課題作品

行動観察
成果物

ワークシート

学年末考査・答案返却

　
第
２
学
期

3

3 子どもと関わる ・子どもが健康・快適・安全に育つ環境を整えられるようになるため
に、子どもの生活習慣や衣食住について理解する。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

5　衣生活の文化と知恵

4　被服を作る ★被服製作＜刺しゅうを施したエプロン製作＞
・日常生活で必要な基礎的な技能を身に付ける。
・刺しゅう等により、オリジナリティ豊かな作品になるよう、工夫す
る。
・資源の消費の視点で自分の衣生活を見直す。
・ユニバーサルデザインの被服について理解する。

行動観察
課題作品
進度表

自己評価用紙

ホームプロジェ
クトの評価と改
善

★発表会
・ホームプロジェクトの実践について、グループごとに発表を
行い、互いに課題の解決に取り組んだ内容を共有し評価するこ
とで、新たな課題を見付け、次の取り組みを目指す。

中間考査・答案返却

第３章
子どもと共に育つ



３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

　知識・技能、思考・判断・表現、主体的に取り組む態度の３観点から総合的に評価する。

・基本的な事項や課題の内容を暗記するだけでなく、生活者としての立場から実際の生活を見つめ、課題を発見し、改善していく姿
勢が大切です。
・講義・実習・実験・疑似体験・グループ学習などの学習形態の中で、より深い理解ができるよう、積極的に参加し、互いの人格や
意見を尊重する姿勢を持って臨みましょう。
・教材の準備や授業場所についての連絡をよく聞いてください。また、欠席をした場合は次の授業までに内容を確認しておきましょ
う。
・提出物（被服製作作品を含む）は必ず期限までに提出しましょう。

主体的に学習に
取り組む態度

生活を主体的に営むために必要な人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活・環境などについて科
学的に理解しているとともに、それらに係る技能を体験的・総合的に身に付けている。

生涯を見通して、家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想
し、実践を評価・改善し、考察したことを科学的な根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解決す
る力を身に付けている。

様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改善
したりして、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図るために実践
しようとしている。

思考・判断・表現

知識・技能


